
第 45 期 決 算 公 告
平成 21年７月 16日
宮城県宮城郡利府町神谷沢字化粧坂
51番地の１

東北硝子建材株式会社
代表取締役社長 渡辺 能充

貸借対照表の要旨(平成21年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 189,602
固 定 資 産 10,982
合 計 200,584

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 178,044
固 定 負 債 17,801
株 主 資 本 4,739
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 � 15,261
(利益準備金) (60)
(その他利益剰余金) (� 15,321)
(うち当期純利益) (5,632)
合 計 200,584

第 ４ 期 決 算 公 告
平成 21年６月 25日

秋田県鹿角市花輪字下中島132番地
株式会社アニモ

代表取締役社長 成田 実
貸借対照表の要旨(平成21年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)

の

部

資

産

流 動 資 産 576,226
固 定 資 産 467,633
繰 延 資 産 600

合 計 1,044,459

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 492,742
固 定 負 債 528,121
株 主 資 本 23,596
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 �6,404
(その他利益剰余金) (�6,404)
(うち当期純損失) (�24,287)
合 計 1,044,459

第 12 期 決 算 公 告
平成 21年７月 16日

山形市大字漆山字東854
株式会社エフエス二十一
代表取締役 大場 正仁

貸借対照表の要旨(平成21年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 89,557
固 定 資 産 12,954
合 計 102,511

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 42,619
固 定 負 債 16,012
株 主 資 本 43,880
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 23,880
利 益 準 備 金 700
その他利益剰余金 23,180
(うち当期純利益) (3,571)
合 計 102,511

第 41 期 決 算 公 告
平成 21年６月 23日

栃木県小山市城東四丁目５番11号
東日本鍛造株式会社
取締役社長 横川 和明

貸借対照表の要旨(平成21年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

の
部
資
産

流 動 資 産 460

固 定 資 産 316

合 計 776

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 686

固 定 負 債 6

株 主 資 本 83

資 本 金 50

利 益 剰 余 金 33

利 益 準 備 金 3
その他利益剰余金 30
(うち当期純損失) (68)
合 計 776

第 53期決算公告 平成21年７月16日
埼玉県比企郡小川町大字西古里925番地１

ニチバンプリント株式会社
代表取締役 増田 健二

貸借対照表の要旨(平成21年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

の
部
資
産

流 動 資 産 976

固 定 資 産 664

合 計 1,640

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 398

固 定 負 債 124

株 主 資 本 1,118
資 本 金 39

利 益 剰 余 金 1,079
利 益 準 備 金 9
その他利益剰余金 1,069
(うち当期純利益) (23)

評価・換算差額等 �0

合 計 1,640

第 18期決算公告 平成21年６月26日
埼玉県比企郡吉見町大字田甲16－10

フレックデザート株式会社
代表取締役 佐藤 公一

貸借対照表の要旨(平成21年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

の
部
資
産

流 動 資 産 555

固 定 資 産 1,133
合 計 1,688

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 1,858
固 定 負 債 5

株 主 資 本 �175

資 本 金 49

資 本 剰 余 金 340

利 益 剰 余 金 �564

利 益 準 備 金 7
その他利益剰余金 �571
(うち当期純利益) (�88)
合 計 1,688

平成™˜年�月˜�日 木曜日 (号外第˜œ—号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
奈
良
県
奈
良
市
西
木
辻
町
一
三
二
番
地
の
二

二
、
最
後
の
住
所
奈
良
県
宇
陀
郡
御
杖
村
大
字
神
末

三
九
七
七
番
地

被
相
続
人

亡

梅
田
庄
治
郎

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日

奈
良
県
橿
原
市
八
木
町
一
丁
目
六
番
二
三
号
大
和

信
用
金
庫
八
木
支
店
ビ
ル
四
階

相
続
財
産
管
理
人
弁
護
士

松
岡

康
毅

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
島
根
県
松
江
市
鹿
島
町
佐
陀
本
郷
四
七
一
番

地
、
最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

平
塚

静
夫

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日

島
根
県
松
江
市
乃
木
福
富
町
二
六
八
番
地
一
二

相
続
財
産
管
理
人

三
上

眞
爾

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
広
島
県
三
原
市
本
郷
町
船
木
一
五
一
番
地
、
最

後
の
住
所
広
島
市
南
区
出
汐
四
丁
目
一
番
一
五
e

三

〇
三
号

被
相
続
人

亡

村
上

博
則

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日

広
島
県
三
原
市
貝
野
町
二
番
三
五
号
、
事
務
所
広

島
県
三
原
市
宮
浦
六
丁
目
六
番
一
〇
号

相
続
財
産
管
理
人

大
森

佳
代

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
広
島
県
呉
市
古
江
町
四
〇
番
地
、
最
後
の
住
所

広
島
県
呉
市
警
固
屋
一
丁
目
一
七
番
一
五
号

被
相
続
人

亡

藤
岡

弘
之

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日

広
島
県
呉
市
中
央
五
丁
目
一
番
三
号

呉
合
同
法

律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

高
盛

政
博

有
料
職
業
紹
介
事
業
保
証
金
取
戻
し
公
告

有
料
職
業
紹
介
事
業
保
証
金
規
則
廃
止
等
に
関
す
る
省

令
（
平
成
十
五
年
法
務
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
し
ま

す
。

一

保
証
金
の
取
戻
し
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は

名
称
並
び
に
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

有
限
会
社

ビ
ー
ン
ズ

有
限
会
社
ビ
ー
ン
ズ

名
古
屋
市
中
区
丸

の
内
一
丁
目
七
番
六
丸
の
内
テ
ラ
ス
二
〇
一

二

保
証
金
の
額

金
三
十
万
円

三

前
号
の
保
証
金
に
つ
き
職
業
安
定
法
及
び
労
働
者
派

遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就

業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号
。
以
下
、「
法
」

と
い
う
。）の
施
行
前
に
当
該
保
証
金
に
つ
き
法
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
の

権
利
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
日
の
翌
日
か
ら

六
箇
月
以
内
に
、
そ
の
債
権
の
額
、
債
権
発
生
の
原
因

た
る
事
実
並
び
に
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
を
記
載
し

た
申
出
書
二
通
を
当
該
公
告
を
し
た
者
の
事
業
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
て
下

さ
い
。

四

前
号
の
申
出
書
の
提
出
が
な
い
と
き
は
、
第
二
号
の

保
証
金
が
取
り
戻
さ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
一
丁
目
七
番
六
丸
の
内
テ

ラ
ス
二
〇
一

有
限
会
社
ビ
ー
ン
ズ

取
締
役

熊
田

靖
子

˜˜�
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